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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成24年9月13日(2012.9.13)

【公開番号】特開2011-30844(P2011-30844A)
【公開日】平成23年2月17日(2011.2.17)
【年通号数】公開・登録公報2011-007
【出願番号】特願2009-181066(P2009-181066)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   5/107    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ   5/10    ３００Ｐ

【手続補正書】
【提出日】平成24年8月1日(2012.8.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０２】
　また、実施例１と実施例２との比較により、毛髪のカール半径と、２種類のコルテック
ス細胞５２の重心間距離とは負の相関があることが分かった。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１６】
　実施例３の毛髪はカール半径３．９ｃｍであり、ややクセのある直毛であるが、毛髪断
面上におけるパラ細胞５２ｂとオルト細胞５２ａの分布は、図１５に示すようにやや偏っ
ていた。そして、この２種類のコルテックス細胞５２の重心間距離は４．７μｍであった
。
　実施例１、２、３の結果を比較すると、カール半径の順序と、２種類のコルテックス細
胞５２の重心間距離の順序が一致している。したがって、毛髪のカール半径と、２種類の
コルテックス細胞５２の重心間距離との間に負の相関があることがさらに明確となった。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２７】
　実施例４の毛髪はカール半径０．５５ｃｍであり、かなりクセの強いクセ毛であるが、
毛髪断面上におけるパラ細胞５２ｂとオルト細胞５２ａの分布は、図２０に示すようにか
なり偏っていた。そして、この２種類のコルテックス細胞５２の重心間距離は２０．４μ
ｍであった。
　実施例１、２、３、４の結果を比較すると、カール半径の順序と、２種類のコルテック
ス細胞５２の重心間距離の順序が一致している。したがって、毛髪のカール半径と、２種
類のコルテックス細胞５２の重心間距離との間に負の相関があることがさらに明確となっ
た。
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